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今月の表紙
　金屋図書館
　「おはなしマラソン」
関連ページ
P2　まちのわだい
「よみきかせ隊養成講座」

P10  図書館だより

７
世
紀
中
頃
（
６
５
０
年
頃
）

に
農
業
技
術
を
改
革
す
る
た

め
に
中
国
大
陸
か
ら
日
本
に

本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
こ
と

が
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
お
よ
そ
１
３
０
０
年

も
の
間
、
形
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
続

け
、
日
本
の
稲
作
に
は
欠
か

せ
な
い
道
具
と
し
て
定
着
し

て
い
き
ま
し
た
。

全
国
各
地
に
お
け
る
遺
跡

の
発
掘
調
査
か
ら
発
見
さ
れ
た
犂
は
、
こ
れ
ま
で
20
点
余
り
と

少
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
に
伝
来
し
た
後
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
普

及
す
る
こ
と
は
な
く
、
特
に
古
代
に
お
い
て
は
限
ら
れ
た
階
層

が
使
用
す
る
特
別
な
道
具
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
野
田
地
区
遺
跡
で
も
完
全
な
形
の
土
器
が
近
く
で
伏
せ

ら
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭さ
い

祀し

に
用
い
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

野
田
地
区
遺
跡
出
土
の
犂
を
初
め
と
し
て
県
内
各
地
の
遺
跡

か
ら
発
見
さ
れ
た
農
耕
具
と
、
民
俗
資
料
か
ら
紀
州
の
農
具
の

歴
史
を
振
り
返
る
企
画
展
が
紀き

伊い

風
土
記
の
丘
で
開
催
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
に
実
施
さ
れ
た
高
速
道
路
の
４
車

線
化
工
事
に
伴
う
野
田
地
区
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
平
安
時
代
の

「
犂
」
と
呼
ば
れ
る
木
製
品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
犂

が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
く
、
貴
重
な
も
の

で
す
。

犂
と
は
、
牛
馬
に
ひ
か
せ
て
田
畑
を
耕
す
の
に
用
い
ら
れ
た
農

耕
具
で
す
。
農
耕
具
の
機
械
化
が
進
行
す
る
昭
和
30
年
代
以
前
に

お
い
て
は
一
般
的
な
道
具
と

し
て
使
用
さ
れ
、
町
内
で
も
農

家
で
飼
わ
れ
た
牛
が
犂
を
ひ

く
風
景
が
よ
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
掲
載
し
た
古
写
真
は
、
大

正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
頃
の

金
屋
地
区
の
風
景
で
す
。

犂
は
「
唐か
ら

鋤す
き

」
と
も
書
く
よ

う
に
、
人
力
用
の
従
来
の
鋤
に

対
し
て
、
新
型
の
伝
来
し
た

鋤
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
、

「
大
化
の
改
新
」
が
行
わ
れ
た

そ
の
85
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町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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8 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

4

「自分たちが住む町の特産品であるぶどう山
さん

椒
しょう

をもっと知ってほ
しい、使ってほしい」という思いから、八幡中学校 1年生を対象に
計 3回の山椒に関する授業を行いました。
5月下旬に 1回目の授業として、実山椒を収穫しました（上写真）。
生徒たちは香りや触感を楽しんだ後、山椒農家の方から栽培におけ
る苦労や楽しみなことなどのお話を伺いました。
2回目の授業では、自分たちで収穫した山椒を使って、染め物に
チャレンジ（中写真）。山椒を煮立たせると教室は独特な香りに包
まれ、生徒からは「目が覚めるにおい」といった声があがりました。
3回目は山椒ペーストを使ったカップケーキ作り。ピリリと辛い
山椒が甘いカップケーキと合うのかと不安な様子でしたが、出来上
がると「山椒の香りがほんのり残っていておいしい」とのことでし
た。
また、有田中央高等学校では、今年も山椒料理教室を行いました

（下写真）。メニューは「鶏肉の香草オーブン焼き」「鶏肉とズッキー
ニと山椒のトマト煮込み」「山椒ホットドレッシングサラダ」「ちり
めん山椒パスタ」の山椒づくしの 4品。「山椒をこんな風に料理に
使うなんて考えたことがなかった」という発見があったようです。

7月 14 日（日）、「絵本のまち有田川」としての取り組みの
一環で行っている「よみきかせ隊」の 2期生養成講座を開講
しました。この講座では、絵本の読み方（よみきかせ方）をは
じめ、実技を交えながらよみきかせに必要な知識を学びます。
全講座を受講し「よみきかせ隊」に認定された方は、町内の小
学校や保育所へ絵本のよみきかせに行き、子どもたちの語

ご

彙
い

力
や想像力の育成など子育ての一役を担ってくれます。
計 4回のこの講座は、1回のみの参加も可能。ご希望の方は
地域交流センター（ALEC）までお問い合わせください（1回
の講座参加 500 円）。

●今後の講座日程・内容
・第 2回　8月 25 日（日）13 時～ 15 時
講義「対象者・場所・時間など考慮すること」「プログラムのたてかた」

・第 3回　9月 15 日（日）13 時～ 15 時 30 分
実技演習「グループ別　通しでおはなし会」、講義「赤ちゃん向けのおはなし会の持ち方」

・第 4回　10 月 13 日（日）10 時～ 13 時 45 分
実技演習「見てください、私たちのおはなし会」、講演「絵本のある生活、絵本と
どう向き合うか」、よみきかせ隊２期生　修了式＆交流会
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編集後記
じめじめした日が続きますね。今月号が皆さまのお手元

に届くころには梅雨も明けているのでしょう…。
今月号の表紙は、毎月金屋図書館で行っている「おはな

しマラソン」の様子。よみきかせに興味津々な子どもたち
を見ていると、なんだかほっこりした気持ちになりました。
そして表紙と絡めてまちのわだいに書いた「よみきかせ

隊養成講座」。写真を撮りつつ、お話を聴かせてもらいまし
た。絵本をめくる向きや絵本の持ち方、子どもがどんなと
ころに興味を示すかなど、とても勉強になりました。絵本、
奥が深いです。1回だけの受講もできるそうなので、興味
のある方はぜひお申し込みください！

（絵本のチカラを感じる　西岡紗希）

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！「こんばんは」

②
両手の人さし指が向か
い合うように立て、軽
く曲げる。
（「あいさつ」を表現）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 6回

①
手のひらを前に向
けた両手を顔の前
で交差させる。
（「夜」を表現）

阪
和
道
（
上
り
）
有
田
IC
↓
下
津
IC

昼
夜
連
続
車
線
規
制

舗
装
補
修
工
事
実
施
の
た
め
、
次
の
期

間
、
阪
和
線
（
上
り
）
有
田
IC
〜
下
津
IC

で
昼
夜
連
続
車
線
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
／
9
月
2
日
（
月
）
朝
〜
9
月
14

日
（
土
）
朝

※
日
曜
日
を
除
く

※
天
候
に
よ
り
、
工
事
を
順
延
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
西
日
本
高
速
道
路
（
株
）
和
歌
山
高
速

道
路
事
務
所
　
☎
０
７
３
‐
４
７
２
‐

２
０
９
１

広
報
あ
り
だ
が
わ
に
関
す
る
お
わ
び
と
訂
正

6
月
号
6
頁
「
有
田
川
町
の
給
与
・
定
員
管
理
の
状
況
」

の
記
事
内
、「
1 

総
括
」「（
2
）
職
員
給
与
費
の
状
況
（
普

通
会
計
決
算
）」
の
項
目
に
お
い
て
、
グ
ラ
フ
内
に
記
載

し
た
金
額
と
割
合
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

給
料
　
63
．
５
％
（
金
額
は
正
し
い
記
載
）、
職
員
手
当

　
2
憶
１
０
５
２
万
８
０
０
０
円
　
11
．
４
％
、
期
末
・

勤
勉
手
当
　
25
．
1
％
（
金
額
は
正
し
い
記
載
）
で
す
。

こ
こ
に
訂
正
し
、お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、ス
ペ
ー

ス
の
都
合
上
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

あなたの貸したい農地を募集しています！

農地中間管理事業

「農地中間管理事業」は、規模縮小や、後継者
がなく離農する農家の農地を借り受け、規模拡
大したい農家や、新規就農者などに貸し付ける
公的なサービスです。

●農地を貸したい（出し手農家）
→農地相談・申し出は最寄りの JAなどへ

●農地を借りたい（受け手農家）
→受け付けは、JA・農業委員会窓口で

問有田農地活用協議会
JAありだ本所・支所
有田川町農業委員会
　（産業課（金屋庁舎）内）
有田振興局

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）

上野さんは昭和 21年（1946 年）から家業であるブドウハゼ栽培
に従事。台木を断幹せずに穂木を接ぐ伝統的な「腹接ぎ」技術を得
意とし、地域で技術指導などに尽力されてきました。和歌山県でも
産地再興の動きがある中、接ぎ木技術の保持者として研修会で講師
として活躍するなど、後継者の育成に大きく寄与されています。

6月 23 日（日）に、大字・事業所対抗のバレーボール大会を開催しました。男
子の部に 10チーム、女子の部に 4チームが参加しました。

大会結果

男子の部
優勝　西丹生図（左写真）
準優勝　上中島
3位　水尻

女子の部
優勝　下津野（右写真）
準優勝　水尻
3位　天満

7 月 7 日（日）、吉備体
育館でドッジボール大会
を開催し、子どもたちの
元気あふれる白熱した試
合が繰り広げられました。
激戦の末、優勝を勝ち取っ
たのは「高瀬チーム」（右
写真）、準優勝は「一ツ松
Bチーム」（左写真）でした。

当町は少子高齢化や産業衰退など、地域によっ
てさまざまで複雑な課題を抱えています。
多岐にわたる専門的な知識を持つ龍谷大学（京

都市）との連携を強化することで、課題解決に
向けた多角的なアプローチができると期待を寄
せています。
「ぶどう山

さん

椒
しょう

の発祥地を未来へつなぐプロジェ
クト」で、既に同大学と連携をしており、今後
は福祉・教育など、あらゆる分野での連携を図
ります。

上野 保二さん（北野川）（写真右）
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健康みちしるべ

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　定
期
検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
！

が
ん
は
、
日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
生

涯
の
う
ち
に
か
か
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、

誰
も
が
か
か
る
恐
れ
の
あ
る
身
近
な
病
気

で
す
。
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
「
が
ん
」

は
昭
和
54
年
（
1
9
7
9
年
）
か
ら
現

在
ま
で
死
亡
原
因
の
1
位
と
い
う
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

特
に
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胃
が
ん

は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
上
位
に
位

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
は
女
性

に
お
け
る
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
上
位

に
位
置
し
て
い
る
ほ
か
、
子
宮
頸け
い

が
ん
の

罹り

患か
ん

は
比
較
的
多
く
近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

 

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
検
診
へ

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、〝
死
亡
率

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明

さ
れ
た
〞
有
効
な

検
診
で
す
。
無
症

状
の
う
ち
に
が
ん

検
診
を
受
け
、
が

ん
を
発
見
し
、
適

切
な
治
療
を
行
う

こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
胃
が
ん

や
乳
が
ん
は
早
期

発
見
・
早
期
治
療

で
5
年
生
存
率
が

1
0
0
％
近
く
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

    
検
診
は
定
期
的
に

が
ん
は
発
生
し
て
か
ら
一
定
の
大
き
さ

に
な
る
ま
で
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
し
、
検

査
で
は
見
つ
け
に
く
い
が
ん
も
あ
り
ま

す
。
1
回
受
け
て
終
わ
る
の
で
な
く
、
年

に
1
回
程
度
、
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と

が
早
期
発
見
の
近
道
で
す
。

    

精
密
検
査
が
必
要
と
言
わ
れ
た
ら

    

す
み
や
か
に
受
診
！

「
要
精
密
検
査
＝
が
ん
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
せ
っ
か
く

受
け
た
検
診
で

す
。
心
配
す
る
よ

り
、
ま
ず
は
精
密

検
査
を
受
け
ら
れ

る
医
療
機
関
を
受

診
し
、
必
要
な
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
異
常
が
な
か
っ
た
り
、
良
性
の
病
気

が
見
つ
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。

    

自
覚
症
状
が
あ
れ
ば
、

    

が
ん
検
診
を
待
た
ず
に

    

医
療
機
関
の
受
診
を

●
自
覚
症
状
の
例

・
胃
／
痛
み
、
不
快
感
、
食
欲
不
振
、
食

事
が
つ
か
え
る
な
ど

・
肺
／
血
痰た
ん

、
長
引
く
咳
、
胸
痛
、
声
の

か
れ
、
息
切
れ
な
ど

・
大
腸
／
血
便
、
腹
痛
、
便
の
性
状
や
回

数
の
変
化
な
ど

・
子
宮
／
月
経
（
生
理
）
以
外
に
出
血
が

あ
る
、
閉
経
し
た
の
に
出
血
が
あ
る
、

月
経
が
不
規
則
な
ど

・
乳
／
し
こ
り
、
乳
房
の
ひ
き
つ
れ
、
乳

頭
か
ら
血
性
の
液
が
出
る
、
乳
頭
の
湿

疹
や
た
だ
れ
な
ど

  

よ
り
よ
い
生
活
習
慣
の
改
善
へ

食
生
活
・
運
動
・
喫
煙
・
飲
酒
・
休
養

な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
は
、
が

ん
の
予
防
に
も
必
要
で
す
。
日
頃
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約） 8時 30 分～ 17 時 15 分

子育て相談・ほっとルーム 
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9時～ 11 時・13 時 30 分～ 16 時 30 分

あそびのひろば
●第 1・第 3金曜日／ 0～ 1歳半 
●第 2・第 4金曜日／ 1歳半～就学前 
※第 5金曜日はお休みです

10 時～ 11 時 30 分（9時 30 分受け付け開始） 

14 時～ 15 時（13 時 30 分受け付け開始）

「たまてばこ」さんの 
絵本の読み聞かせ

奇数月の第 1金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 0～ 1歳半
偶数月の第 2金曜日（午前の「あそびのひろば」）／ 1歳半～就学前

にこにこひろば 
（1歳半～）

●第 4水曜日（8月 28 日）10 時～ 11 時 
　※ 9時 30 分受け付け開始　※受け付け後、10 時まで自由遊び 
●内容／水に浮かべて遊ぼう！（タオルや着替えを持ってきてね）
●場所／金屋文化保健センター

●場所（にこにこひろば以外）／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎ 090-7966-7697・52-5474（ファクス兼用）

　母と子の健康づくりと運動協議会有田支部
が実施する「ベビーマッサージ &ママ・ヨー
ガ」のお誘いです。
●日時／ 9月 6日（金）10 時～ 11 時 30 分（9
時 45 分受け付け開始）

●場所／子育て支援センター
●講師／NPO法人日本女性生涯支援協会認
定　ベビーヒーリングタッチ・ヨーガイン
ストラクター喜多典子さん

●対象／親子（子どもは２カ月～１歳程度）
●定員／ 20 組 ( 先着順）　●参加費／無料
※事前に子育て支援センターへの申し込みが
必要（8月 6日（火）受け付け開始）
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有
田
川
町
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
を
改
訂

「
鳥
獣
に
よ
る
農
林

水
産
業
等
に
係
る
被
害

防
止
の
た
め
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
」
第

4
条
第
1
項
に
基
づ

き
、「
有
田
川
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
改
訂
し
ま
し
た
。

「
有
田
川
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
は

農
林
業
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
決
め
、
被
害
防
止
を

効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度

（
2
0
1
6
年
度
）
に
策
定
し
た
も
の
で

す
。ア

ナ
グ
マ
の
農
作
物
被
害
、
家
屋
の
浸

入
な
ど
の
被
害
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
お

り
、
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層
の
鳥
獣
被

害
防
止
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
主
と
な
る
改
訂
点
／
ア
ナ
グ
マ
の
被
害

の
把
握
お
よ
び
対
策
に
つ
い
て

問
産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

有
田
川
町
小
規
模
企
業

資
金
利
子
補
給

有
田
川
町
小
規
模
企
業
資
金
利
子
補
給

が
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
平

成
31
年
（
2
0
1
9
年
）
4
月
以
降
に
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）
を
借
り
入
れ

た
、
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
で
す
。

・
有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
を
有
し
て
お

り
、
町
内
で
同
一
事
業
を
引
き
続
き
1

年
以
上
営
ん
で
い
る
か
、
ま
た
は
町
内

に
本
店
を
有
す
る
法
人
で
同
一
事
業
を

引
き
続
き
１
年
以
上
営
ん
で
い
る
者

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

利
子
補
給
率
は
0
．
5
％
以
内
（
予
算

の
範
囲
内
）で
3
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

ま
た
利
子
補
給
期
間
は
5
年
以
内
で
す
。

詳
し
く
は
、
有
田
川
町
商
工
会
ま
た
は

商
工
観
光
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
有
田
川
町
商
工
会
　
☎
５
２
‐

５
７
０
１
・
商
工
観
光
課
（
金
屋
庁
舎
）

和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

●
主
催
／
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

●
試
験
日
／
11
月
17
日
（
日
）

●
試
験
会
場
／
和
歌
山
商
工
会
議
所
（
和

歌
山
市
西
汀
丁
36
）

※
11
月
4
日
（
月
・
祝
）、
同
会
場
で
希

望
者
に
受
験
講
習
を
実
施

●
申
込
書
配
布
期
間
／
8
月
13
日
（
火
）

〜
9
月
6
日
（
金
）

●
申
込
書
受
付
期
間
／
8
月
26
日
（
月
）

〜
9
月
6
日
（
金
）

●
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
／
下
水
道
課
、

和
歌
山
県
下
水
道
課
、県
下
水
道
公
社
、

各
振
興
局

問
下
水
道
課

　
和
歌
山
県
下
水
道
協
会

　
☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
９
３

和
歌
山
県
人
会
世
界
大
会
を
開
催

国
内
外
の
県
人
会
の
皆
さ
ま
が
故
郷
へ

の
誇
り
と
自
信
を
新
た
に
し
、
さ
ら
な
る

活
躍
に
つ
な
げ
る
機
会
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

一
般
参
加
者
の
募
集
に
先
立
ち
、
移
民

の
ご
家
族
や
ご
親
戚
な
ど
、
関
係
者
の
皆

さ
ま
の
観
覧
席
を
優
先
的
に
確
保
し
ま

す
。

●
日
時
／
11
月
24
日
（
日
）
16
時
〜
17
時

30
分

●
場
所
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館 

大

ホ
ー
ル

●
申
込
期
限
／
9
月
20
日
（
金
）

問
有
田
振
興
局
総
務
県
民
課
　
☎
６
４
‐

１
２
５
７

4

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎ 073-423-9291 FAX073-428-2403）



8 月 3 日（土）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

8 月 25 日（日）

8:00 ～ 9:00　きび保健福祉センター

※定員に達したため、受け付け終了

9 月 24 日（火）

8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

集団健診は
事前に申し込みが必要です！

お申し込みは健康推進課（金屋庁舎）
または清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・健康保険の種類によって
受診できる内容が異なります。

8月 7日（水）・9月 4日（水）

■場所／金屋文化保健センター

8月 1日（木）金屋文化保健センター

8 月 5 日（月）清水保健センター

8 月 8 日（木）金屋文化保健センター

8 月 15 日（木）金屋文化保健センター

8 月 22 日（木）金屋文化保健センター

9 月 2 日（月）清水保健センター

9 月 5 日（木）金屋文化保健センター

4 カ月児健診［平成 31 年（2019 年）4月生まれ］

　8月 27 日（火）13:00 ～ 13:15

10 カ月児健診［平成 30 年（2018 年）9月生まれ］

　8月 6日（火）12:30 ～ 12:45

1 歳 6 カ月児健診［平成 29 年（2017 年）12 月生まれ］

　8月 21 日（水）12:45 ～ 13:00

2 歳児健診［平成 29 年（2017 年）5月生まれ］

　8月 28 日（水）12:45 ～ 13:00

3 歳 6 カ月児健診［平成 28 年（2016 年）1月生まれ］

　8月 7日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

8月 5日（月）・9月 2日（月）

■場所／清水保健センター

実施時間

9:00～11:00

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～11:00

4

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

訂
正
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
地
区

・
大
字
糸
川
の
一
部

・
大
字
上
湯
川
の
一
部

・
大
字
宮
川
の
一
部

・
大
字
川
合
・
二
澤
・
北
野
川
の
各
一
部

●
実
施
期
間
・
場
所

①
8
月
10
日
（
土
）
〜
8
月
19
日
（
月
）　

清
水
行
政
局
2
階
大
会
議
室

②
8
月
20
日
（
火
）
〜
8
月
29
日
（
木
）　

金
屋
庁
舎
2
階
大
会
議
室

※
い
ず
れ
も
時
間
は
9
時
〜
17
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
含
む

問
地
籍
調
査
課
（
金
屋
庁
舎
）

み
ど
り
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
か
ら
町
内
各
ご
家
庭
や
職
場
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
「
み
ど
り
の
募
金
」
の

合
計
額
は
83
万
8
1
0
1
円
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金

は
、（
公
財
）
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会
へ

送
金
し
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
緑
化
活
動

な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

問
産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

か
な
や
明
恵
峡
温
泉

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

日
頃
よ
り
、
か
な
や
明
恵
峡
温
泉
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

10
月
1
日
（
火
）
か
ら
、
か
な
や
明
恵

峡
温
泉
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。
今
後
と

も
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
改
定
後
の
料
金
（
税
込
み
）

・
大
人
／
7
0
0
円

・
小
人
／
4
0
0
円

※
障
害
者
手
帳
・
シ
ル
バ
ー
証
明
書
を
お

持
ち
の
方
は
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
9
月
30

日
以
前
に
購
入
い
た
だ
い
た
回
数
券
は

改
定
後
も
追
加
料
金
な
し
で
ご
使
用
い

た
だ
け
ま
す
。
回
数
券
に
有
効
期
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
商
工
観
光
課
（
金
屋
庁
舎
）

有
田
川
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
の
お
知
ら
せ

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
よ
る

家
計
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
消
費
を
下
支
え
す
る
た
め
、
25
％

お
得
な
「
有
田
川
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
発
行
し

ま
す
。
対
象
見

込
み
の
方
に
は

個
別
に
お
知
ら

せ
を
送
付
す
る

の
で
、
確
認
の
上
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
平
成
31
年
度
（
2
0
1
9
年
度
）
の

住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方

・
子
育
て
世
帯
（
平
成
28
年
（
2
0
1
6

年
）
4
月
2
日
か
ら
令
和
元
年

（
2
0
1
9
年
）
9
月
30
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
が
い
る
世
帯
）

※
子
育
て
世
帯
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
商
品
券
を
購
入
す
る
た
め
に
必

要
な
引
換
券
を
送
付
し
ま
す
。

詳
細
は
有
田
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
（
金
屋
庁
舎
）

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

平
成
30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）
に

地
籍
調
査
（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
次

の
地
区
に
つ
い
て
、
成
果
の
閲
覧
を
実
施

し
ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

4

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告



いきいき百歳体操グループ「吉原筋トレクラブ」は、幅広い年齢の

方が体操に参加しています。

キラッと世代（現役世代）の参加者の皆さまに、体操を始めたきっ

かけなどをお聞きしました。

「今まで参加していた活動グループからの卒業に伴って、何か始め

たいという気持ち。それと、友人から誘われたたことがきっかけになり、

始めました」「百歳体操は高齢者向けの体操と思っている方も多いと

思いますが、（現役世代の皆さまも）やってみてください。ゆっくりとし

た動きを、おもりを着けて行うので汗が出てくるほどです」「実際、続

けていると筋力がつくので、農作業が楽になったし、何より趣味の旅

行やトレッキングをより楽しめるようになりました」「“テレビが先生”（ビ

デオを見ながら体操を行う）なので、開始時間に遅れても気兼ねなく、

都合が合わない週は他の教室に参加したりできるのもいいところです」

平成28年度（2016年度）から、庄地区と徳田地区で実

施していた地域通貨モデル事業について、平成31年（2019

年）3月31日をもって終了しました。つきましては、まだ換

金されていない地域通貨「ありがとう券」がございましたら、

下記期日までに換金くださいますようよろしくお願いします。

地域通貨モデル事業「ありがとう券」の換金終了

ＮＰＯ法人ひだまりの和は、有田川町の「第2層生活支援コーディネーター」として、住民の皆さまが地域で安心して、

生きがいを持ち、元気に暮らせるようなまちづくりに日々 取り組んでいます。

中心となるメンバーは民生委員・児童委員の経験者で、長年地域の中で活動してきた方たち。毎月、定例会を開催し、

各地域の状況把握や訪問の予定などを確認しています。

いきいき百歳体操やサロンなど、皆さまの地域に出向いています。相談などがあればお気軽にお声かけください。

NPO ひだまりの

なお、期日を過ぎますと換金はできませんのでご了承ください。

●換金期日／令和元年（2019年）9月30日（月）

　※換金の処理は役場開庁日時に伴う

●換金場所／長寿支援課 地域包括支援センター（金屋庁舎）

いき いき

4

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
付
期
間
／
〜
9
月
6
日
（
金
）

・
試
験
期
日
／
1
次 

9
月
20
日
（
金
）

〜
22
日
（
日
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1

日
、2
次 

10
月
11
日
（
金
）・
12
日
（
土
）

の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生
【
海
・
空
】

・
受
付
期
間
／
〜
9
月
6
日
（
金
）

・
試
験
期
日
／
1
次 

9
月
16
日
（
月
・

祝
）、
2
次 

10
月
15
日
（
火
）
〜
20
日

（
日
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日
、
3

次
【
海
】
11
月
22
日
（
金
）
〜
12
月
18

日
（
水
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
、
3

次
【
空
】
11
月
16
日
（
土
）
〜
12
月
19

日
（
木
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日

・
資
格
【
海
】
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
23
歳
未
満
の
者
（
高
卒
者
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）
を
含
む
）

・
資
格
【
空
】
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
（
高
卒
者
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）
を
含
む
）

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田

募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１
　
メ
ー
ル recru

it1-

w
akayam

a@
p
co
.m
o
d
.g
o
.jp

和
歌
山
県
農
林
大
学
校

農
学
部
学
生
・
林
業
研
修
部
研
修
生
募
集

●
農
学
部 
推
薦
入
学
試
験

・
試
験
日
時
／
10
月
8
日
（
火
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
9
月
17
日
（
火
）
〜

9
月
30
日
（
月
）

・
受
験
資
格
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
者

●
農
学
部 

一
般
入
学
試
験

・
試
験
日
時
／
12
月
10
日
（
火
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
11
月
19
日
（
火
）
〜

12
月
2
日
（
月
）

・
受
験
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

●
林
業
研
究
部

・
試
験
日
時
／
11
月
9
日
（
土
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
10
月
15
日
（
火
）
〜

10
月
29
日
（
火
）

・
受
験
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
農
学
部
（
伊
都

郡
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
4
2
2
）
☎

０
７
３
６
‐
２
２
‐
２
２
０
３
・
和
歌

山
県
農
林
大
学
校
林
業
研
究
部
（
西
牟

婁
郡
上
富
田
町
生
馬
１
５
０
４
‐
１
）

☎
０
７
３
９
‐
４
７
‐
４
１
４
１

◆
◆
◆

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

有
田
川
町
観
光
協
会
で
は
、
第
13
回
観

光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
有
田
川
百

景
」。
あ
な
た
が
撮
影
し
た
、
有
田
川
町
の

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
以
外
の
一
般
作
品
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り
日
／
９
月
30
日
（
月
）

必
着

●
応
募
資
格
／
未
発
表
作
品
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、

肖
像
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

●
応
募
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
つ
切

判
（
2
5
4
㎜
×
3
6
8
㎜
）
ま
た

は
カ
ラ
ー
四
つ
切
判
（
2
5
4
㎜
×

3
0
5
㎜
）、
カ
ラ
ー
A4

※
規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
・
画
像
加
工

し
た
作
品
は
無
効
と
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
応
募
点
数
／
お
１
人
様
２
点
以
内

●
撮
影
エ
リ
ア
／
有
田
川
町
内

●
応
募
方
法
／
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

（
持
ち
込
み
の
場
合
、
商
工
観
光
課
ま

た
は
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
）

問
有
田
川
町
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
（
金
屋
庁
舎
）
内
）

体
験
交
流
工
房
わ
ら
し

非
常
勤
職
員
募
集

●
募
集
予
定
人
数
／
2
人

●
募
集
受
付
期
間
／
随
時

●
申
し
込
み
／
ま
ず
は
清
水
行
政
局
産
業

振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
程
調
整
の
上
、
職
場
見
学
な
ど

を
行
い
、
後
日
面
接
し
ま
す
。

●
資
格
／
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
業
務
内
容

・
紙
す
き
師
／
保や
す

田だ

紙が
み

製
造
に
か
か
る
一

連
の
作
業
全
般
、
体
験
助
手
な
ど

・
事
務
員
／
保
田
紙
を
用
い
た
製
品
づ
く

り
や
庶
務
な
ど

●
勤
務
時
間
／
週
37
．
5
時
間
　
毎
週
金

曜
日
〜
火
曜
日
8
時
30
分
〜
17
時
（
水

曜
・
木
曜
・
祝
日
休
み
）

●
給
与
・
待
遇
／
月
額
14
万
8
6
0
0

円
（
今
年
6
月
現
在
）、
社
会
保
険
・
厚

生
年
金
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り

●
雇
用
期
間
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
31
日
ま
で

※
勤
務
評
価
の
結
果
に
よ
り
、
更
新
あ
り

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度 

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
付
期
間
／
年
間
を
通
し
て

・
試
験
期
日
／
8
月
24
日
（
土
）

4



消
防
本
部
で

は
、
９
月
８
日

（
日
）
有
田
川
町

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
）
で
、
中
学

生
以
上
を
対
象

に
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
、
止
血

法
や
骨
折
・
窒

息
に
対
す
る
応

急
手
当
て
を
学
ん
で
い
た
だ
く
救
急
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
講
習
会
場
入
り
口
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

と
救
急
人
形
展
示
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま

す
。
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
に
来
場
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
８
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）

●
内
容

・
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小
児
）

・
A
E
D
の
取
り
扱
い

・
止
血
法
、
骨
折
・
窒
息
な
ど
に
対
す
る

手
当
て

●
定
員
／
30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
有
田
川
町
消
防
本

部
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
５
２
‐

５
９
５
２
）・
メ
ー
ル
（fire119@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
無
料
。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
。

※
当
日
は
認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

消
防
署
で
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
信

し
状
況
確
認
後
、
必
要
な
場
合
に
、
通
報

さ
れ
た
方
な
ど
に
救
急
隊
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
の
応
急
手
当
て
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内
容
は
主
に

・
呼
吸
、
脈
拍
の
止
ま
っ
て
い
る
方
に
対

す
る
「
胸
骨
圧
迫
」

・
の
ど
に
物
が
詰
ま
っ
て
呼
吸
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
「
異
物
除

去
」

・
け
が
な
ど
で
出
血
が
止
ま
ら
な
い
場
合

の
止
血
「
直
接
圧
迫
止
血
法
」

・
や
け
ど
の
手
当
「
冷
水
で
の
冷
却
」

・
指
な
ど
の
切
断
に
対
す
る
適
切
な
「
保

存
方
法
」

な
ど
、ど
れ
も
緊
急
を
要
す
る
処
置
で
す
。

通
報
さ
れ
た
方
は
落
ち
着
い
て
内
容
を
聞

き
、
指
導
さ
れ
た
要
領
で
処
置
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
傷
病
者
の
保
険
証
・
お
薬
手
帳

な
ど
を
事
前
に
ご
用
意
い
た
だ
く
と
、
医

療
機
関
へ
の
情
報
提
供
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

86

30

近
年
は
、
突
発
的
・
局
地
的
な
大
雨
が

増
え
て
い
る
た
め
、
風
水
害
に
対
す
る
備

え
が
必
要
で
す
。

●
事
前
の
備
え

①
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
鍵
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

②
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、
水
は
け

を
よ
く
し
て
お
く
。

③
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
す
る

か
家
の
中
へ
収
納
す
る
。

④
非
常
用
品
を
準
備
し
て
お
く
（
懐
中
電

灯
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
・

救
急
薬
品
・
衣
類
・

非
常
用
食
品
・
携
帯

ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
・

貴
重
品
な
ど
）。

⑤
万
一
の
飛
来
物
に
よ
る
被
害
に
備
え

て
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓
ガ

ラ
ス
に
貼
っ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ

イ
ン
ド
を
お
ろ
し
た
り
し
て
お
く
。

⑥
水
を
確
保
す
る
。
断
水
に
備
え
て
飲
料

品
を
確
保
す
る
ほ
か
、
非
常
時
に
は
浴

槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生
活
用
水
を

確
保
す
る
。

⑦
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
く
。

4

◆
◆
◆

在
宅
育
児
支
援
事
業
給
付
金

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
0
歳
児
を
在
宅
で
育
児
す
る
多

子
世
帯
の
方
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
期
限

内
で
あ
れ
ば
対
象
月
数
分
を
支
給
し
ま

す
。

●
対
象
者
／
育
児
休
業
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
、
暴
力
団
と
密
接
な

関
係
を
有
し
な
い
世
帯
で
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
乳
児
が
い
る
世
帯

①
有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る

こ
と
　
②
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

４
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
（
2
0
1
9

年
）
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
　

③
属
す
る
世
帯
内
の
第
二
子
以
降
で
あ

る
こ
と
　
④
第
二
子
の
場
合
、
申
請
者

と
申
請
者
の
配
偶
者
の
市
町
村
民
税
所

得
割
合
算
額
が
7
万
7
1
0
1
円
未

満
で
あ
る
こ
と
（
４
〜
８
月
分
は
平
成

30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）、
９
〜
３

月
分
は
平
成
31
年
度
分
（
2
0
1
9

年
度
）
で
判
定
）　
⑤
保
育
所
な
ど
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

※
年
度
途
中
で
要
件
に
変
更
が
あ
り
、
対

象
に
な
る
（
な
ら
な
く
な
っ
た
）
場
合

は
対
象
と
な
る
期
間
分
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
支
給
額
／
対
象
と
な
る
乳
児
1
人
あ
た

り
月
額
3
万
円
（
最
大
10
カ
月
分
）

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書
（
※
）　
②
申
請

者
、
申
請
者
の
配
偶
者
お
よ
び
乳
児
の

健
康
保
険
証
の
写
し
　
③
乳
児
が
第
二

子
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
お

よ
び
申
請
者
の
配
偶
者
の
市
町
村
民
税

の
所
得
割
合
算
額
を
確
認
で
き
な
い
場

合
、
確
認
で
き
る
市
町
村
が
発
行
し
た

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
に
関
す
る
証

明
書
　
④
育
児
休
業
給
付
金
の
受
給
申

請
（
予
定
も
含
む
）
が
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
※
）　
⑤
児
童
手
当
な

ど
を
市
町
村
以
外
か
ら
受
給
し
て
い
る

場
合
（
公
務
員
な
ど
）
は
乳
児
に
か
か

る
児
童
手
当
な
ど
の
受
給
を
証
明
す
る

書
類
　
⑥
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

（
口
座
番
号
、
名
義
人
な
ど
が
記
載
し

て
あ
る
部
分
）（
※
）

※
①
④
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
先
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
⑥

に
つ
い
て
は
乳
児
と
同
居
し
て
い
な
い

場
合
を
除
き
、
支
給
対
象
者
は
児
童
手

当
な
ど
の
受
給
者
と
な
る
た
め
、
振
込

先
口
座
は
児
童
手
当
受
給
者
の
口
座
と

な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
31
日
ま
で

■申
問
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
8
月
1

日
か
ら
、
新
た
に
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

1
級
所
持
者
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
に
通
知
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
65
歳
の

誕
生
日
以
降
に
新
規
で
手
帳
を
取
得
さ
れ

た
方
は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
）。

対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
①
申
請
書 

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳 

③
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
証 

④
印
鑑 

⑤

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

各
種
認
定
証
の
更
新
手
続
き

【「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」】

外
来
受
診
や
入
院
を
し
た
際
に
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
や

薬
局
な
ど
へ
提
示
い
た
だ
く
と
、
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
（
上

限
額
）
や
入
院
時
の
食
事
代
（
減
額
認
定

証
に
該
当
す
る
方
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
8
月
以
降

の
対
象
者
で
平
成
30
年
度
（
2
0
1
8

年
度
）
に
交
付
し
た
方
に
は
、
7
月
下
旬

に
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
一
度
認
定
証
を
交
付

し
た
こ
と
が
あ
る
方
の
う
ち
対
象
と
な
る
方

に
は
認
定
証
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
限
度
額
区
分
の
増
加
な
ど
に
よ
り
対
応
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度

（
2
0
1
7
年
度
）
以
前
に
交
付
し
た
方
に

つ
い
て
は
本
年
度
は
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
在
該
当
し
て
い
な
く
て
も
所

得
の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど
で
8

月
以
降
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
受
診
や
入
院
を
さ
れ
て
も
認

定
証
が
必
要
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
事
前
に
お
電
話
な
ど
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
／
自
己
負
担
額
が
１
割
の
方
で
町
県

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
限
度
額
適
用
認
定
証
／
自
己
負
担
額
が

3
割
の
方
で
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全

員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
6
9
0
万

円
未
満
の
方

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
対
象
者
の
印

鑑
・
保
険
証
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
印
鑑
・

免
許
証
な
ど

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

4



を
入
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
乾
電
池

を
袋
に
入
れ
た
ま

ま
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
る
の
も
禁
止
で

す
。ま

た
、
ボ
タ
ン
電
池
・
小
型
充
電
式
電

池
を
入
れ
る
の
も
禁
止
で
す
。
こ
れ
ら
は

購
入
し
た
お
店
に
相
談
い
た
だ
く
か
、
購

入
し
た
お
店
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
回
収

協
力
店
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。夏

は
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

増
加
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
、省
エ
ネ
と
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
度
に
！

●
軽
装
で
涼
し
く
！

●
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
買
い
替
え
る
と
き
は

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
機
器
へ
！

●
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　〜
エ
ア
コ
ン
消
し
て

涼
し
い
と
こ
ろ
に
集
ま
ろ
う
！
〜

自
宅
で
1
人
1
台
の
エ
ア
コ
ン
の
使

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境センターで処理
されており、その運営費の一部を分担金として支払っています。分担金はご
み搬入量と人口に基づいて計算され、10kg 当たり約 250 円かかることになり
ます。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量によって環境にも
町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

保
育
所
で
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
用

の
古
着
を
集
め
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ま
か
ら
、
要
ら
な
い
が
、
捨
て
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
古
着
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
子
ど
も
服
が
必
要
な
ご
家
庭
で
リ

ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
す
る
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
回
収
方
法

保
育
所
に
設
置
し
て
い
る
「
古
着
リ

ユ
ー
ス
回
収
箱
」
に
、
不
要
に
な
っ
た
子

ど
も
服
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
お
お
む
ね

6
歳
児
用
ま
で
の
古
着
を
対
象
と
し
ま

す
。
リ
ユ
ー
ス
が
目
的
の
た
め
、
必
ず
洗

濯
し
て
き
れ
い
に
畳
ん
で
回
収
箱
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

●
集
め
た
古
着
は

集
め
た
古
着
で
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
０
０
円
程
度
の
協
力
金
を
い
た
だ

き
、
集
め
た
協
力
金
は
絵
本
の
購
入
な
ど

の
資
金
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
っ
た
古
着
は
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
、
各
地
区
内
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
乾
電
池
以
外
の

物
（
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
か
み
そ
り
・
空

き
瓶
・
ボ
タ
ン
電
池
な
ど
）
が
た
く
さ
ん

混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
に
乾
電
池
以
外
の
物

用
を
や
め
て
、
家
族
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
1
台
で
。

み
ん
な
で
お
出
か
け
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
！
家
族
み
ん
な
で
〝
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
〞
に
お
出
か
け
し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
・
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
と
は
、

我
慢
を
強
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
無
駄
を

省
い
て
快
適
に
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

4

●
そ
の
他

※
登
記
事
項
証
明
書
や
戸
籍
関
係
の
資
料

な
ど
、
持
参
で
き
る
資
料
が
あ
れ
ば
相

談
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※
当
日
会
場
で
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す

が
、
事
前
に
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

を
優
先
し
て
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

■申
問
有
田
振
興
局
建
設
部
建
築
グ
ル
ー
プ
　

☎
６
４
‐
１
２
９
９

行
政
機
関
・
事
業
所
等
職
員
向
け

手
話
講
座

●
講
習
日
時
・
場
所

・
第
1
回
／
9
月
6
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
　
湯
浅
保
健
所

・
第
2
回
／
9
月
13
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
　
湯
浅
保
健
所

・
第
3
回
／
9
月
20
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
　
有
田
振
興
局
総
合
庁
舎

●
対
象
／
行
政
機
関
、事
業
所
等
職
員（
事

業
所
等
に
は
医
療
・
介
護
・
福
祉
関
係

事
業
所
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

事
業
所
、
N
P
O 

法
人
を
含
む
）

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
受
付
期
間
／
8
月
27
日
（
火
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
フ
ァ
ク
ス
（
６
４
‐

１
２
９
０
）
ま
た
は
窓
口

■申
問
有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部
保
健
福

祉
課
（
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
１
）　

☎
６
４
‐
１
２
９
４

◆
◆
◆

健
診
結
果
説
明
会

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
集
団

健
診
の
結
果
説
明
会
で
す
が
、
誰
で
も
参

加
可
能
で
す
。

●
日
時
／
8
月
26
日
（
月
）
10
時
〜
11
時

30
分（
9
時
45
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
の
体
験

●
定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
窓
口

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

各
種
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

「
現
況
届
」
を
お
忘
れ
な
く

●
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
障
害
者
手
当

●
障
害
児
福
祉
手
当

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る

方
の
今
後
1
年
間
の
受
給
資
格
を
審
査
す

る
も
の
で
、
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
、
停

止
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
全
て
の
受
給

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
’19

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
県
内
各
市
町
村
で
は
「
紀
州

路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
銘
打
っ
て
清
掃

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
有
田
川
町
で

は
次
の
日
程
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
24
日
（
土
）
7
時
30
分
〜

（
2
時
間
程
度
）

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

●
場
所

・
吉
備
地
域
／
吉
備
庁
舎
前

・
金
屋
地
域
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
前

・
清
水
地
域
／
集
合
場
所
が
複
数
に
分
か

れ
る
の
で
、
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

建
設
環
境
室

無
料
・
空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

空
き
家
の
対
策
を
相
談
し
ま
せ
ん
か

「
帰
省
の
際
に
相
談
し
た
い
」「
空
き
家
を

売
り
た
い
」「
空
き
家
を
活
用
し
た
い
」な
ど
、

空
き
家
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談
会
を
行
政

職
員
と
専
門
家
が
無
料
で
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
13
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

２
３
５
５
‐
１
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
６
４
‐
１
２
６
８
）

者
は
現
況
届
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
届
け
出
な
い
と
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
2
年
間

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
で
「
児
童
扶
養
手
当
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
を

送
付
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
現
況
届

と
併
せ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
各
手
当
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
氏
名

や
住
所
を
変
更
し
た
と
き
な
ど
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

問
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

8
月
の
献
血

●
8
月
27
日
（
火
）

・
役
場
吉
備
庁
舎
　
10
時
〜
12
時
30
分

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）　

14
時
〜
16
時
30
分

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

4



{

◆
◆
◆

狭さ

霧ぎ
り

ウ
ォ
ー
ク 

in 

し
み
ず

秋
の
清
水
で
特
別
な
自
然
体
験
！

大
好
評
の
「
棚
田
ウ
ォ
ー
ク 

in 

あ
ら

ぎ
島
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
！
い
つ

も
と
は
違
う
コ
ー
ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。

お
昼
に
は
森
林
浴
を
し
な
が
ら
の
ピ
ザ
焼

き
体
験
も
。

清
水
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
感
じ
な
が

ら
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
10
月
5
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

15
時
30
分

●
集
合
場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

●
定
員
／
20
人

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可

と
し
、
同
伴
者
も
参
加
者
と
す
る
。

●
費
用
／
参
加
者
一
人
に
つ
き
２
０
０
０

円
（
昼
食
・
体
験
・
お
土
産
代
含
む
）

●
申
込
受
付
期
間
／
8
月
8
日
（
木
）
〜

8
月
21
日
（
水
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
し
込
み
方
法

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
２
５
‐

９
０
０
５
）・
メ
ー
ル（s.sangyoshinko@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）・
は
が
き
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。そ

の
際
、
①
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番

号
（
複
数
人
の
場
合
は
代
表
者
明
記
） 

④

生
年
月
日
―
―
を
記
載
（
伝
達
）
し
て
く

だ
さ
い
。

■申
問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

in 

あ
ら
ぎ
島 vol.13

「
紀
清
の
集
い
」
主
催
。
あ
ら
ぎ
島
を

約
１
７
０
０
本
の
手
作
り
竹
と
う
ろ
う
の

明
か
り
で
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま

す
。
悠
仁
親
王
殿
下
13
歳
の
誕
生
日
を
一

緒
に
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
9
月
6
日
（
金
）
18
時
30
分
〜

21
時

●
場
所
／
あ
ら
ぎ
島
展
望
所

※
駐
車
場
は
三
田
地
内
「
若
者
ひ
ろ
ば
」

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
in 

有
田
川
」

あ
り
だ
が
わ
で
お
い
し
い
出
会
い

今
回
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ 

in 

有

田
川
」
は
、1
回
目
の
開
催
場
所
で
あ
り
、

当
相
談
所
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
カ
ッ

プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
ご
縁
の
あ
る
場

所
「
花
の
里
河
川
公
園
」。

有
田
川
町
の
お
い
し
い
食
材
を
使
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
良
い
ご
縁
に
恵
ま
れ

る
か
も
！ 

友
達
を
誘
っ
て
の
参
加
も
大

歓
迎
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
9
月
8
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

（
9
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

●
場
所
／
花
の
里
河
川
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
別
途
通
知

●
対
象
／
有
田
川
町
在
住
、
も
し
く
は
将

来
居
住
意
志
の
あ
る
20
歳
以
上
（
学
生

不
可
）
で
お
お
む
ね
45
歳
以
下
の
独
身

男
女

●
定
員
／
40
人
（
男
性
20
人
、
女
性
20
人
）

●
参
加
費
／
男
性
3
0
0
0
円
、
女
性

1
5
0
0
円

●
申
込
受
付
期
間
／
〜
8
月
20
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
し
込
み
方
法
／
フ
ァ
ク
ス
（
３
２
‐

９
５
５
５
）ま
た
は
メ
ー
ル（kekkon

@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）

■申
問
有
田
川
町
結
婚
相

談
所
（
産
業
課
（
金

屋
庁
舎
）
内
）

ご利用ください！

町ホームページでは
住民の皆さまが

イベント情報・募集情報などを
投稿できる掲示板機能
「Join us ありだがわ」を

設けています！

利用規約などは
ホームページでご確認ください。

4

6 月 6日（木）、ふれあいの丘スポーツパークで清水地域小学校パンポン大会を行い、
安諦小学校と八幡小学校の 5・6年生が参加しました。「パンポン」とはソフトテニ
スボールを板製ラケットで打ち合うスポーツで、以前から清水地域で盛んに行なわれ
ているものです。
参加した児童は、試合開始直後は緊張しているようでしたが、練習の成果を発揮で
きる白熱した大会となりました。
パンポン競技を通じての両校の交流・親睦はもちろん、体力面・技術面の向上を目
指し、体育の授業や休憩時間などで事前に練習し、熱心に取り組みました。彼らは今
後も "良い伝統 " として受け継いでいくことでしょう。

6月 21 日（金）、児童会役員選挙の
立会演説会を行いました。体育館にい
る児童全員に届く声で「学校をよくす
るために実行すること（公約）」を伝え
ることができました。
立候補・推薦した児童は伝えるため
の準備も綿密に行い、またその発表を
聞いた児童にとっても大きな学びの機
会となりました。
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問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

なつのいちにち
はた こうしろう絵本原画展
8/1（木）～ 8/31（土）
※最終日は 15:00 で終了
※ 8月 16 日（金）は臨時休館日

8 月のイベント
■おはなしマラソン
日時／ 8月 3日（土）、17 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分）
場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 8月 20 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

申し込み不要
・参加費無料

8 月の移動図書館
8月 7日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
8月21日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30

しみず園　　　　15:30～16:00

新着図書案内
■一般書
平成ガールフレンド　…………　酒井順子／著
笑え、シャイロック　……………　中山七里／著
キュー　…………………………　上田岳弘／著
ひよこ太陽　……………………　田中慎弥／著
美しき愚かものたちのタブロー　…　原田マハ／著
女はいつも四十雀　……………　林真理子／著
ライフ　………………………　小野寺史宜／著

■児童書
タテルさんゆめのいえをたてる　
…　ステファン・テマーソン／作　フランチスカ・テマーソン／絵
よろしくパンダ広告社　

………　間部香代／作　三木 謙次／絵
いちはちじゅうのもぉくもく　

…　桂 文我／作　長野 ヒデ子／絵
ふたごだよ

　…　サトシン／作　竹内通雅／絵
ぼくがいちばん ききたいことは　

…　アヴィ／作 

8 月 16 日（金）、地域交流センター（ALEC）・ちいさな駅美
術館は臨時休館となります。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。
※大型絵本などは開館時にカウンターへ返却をお願いします。

真夏の夜のおはなし会
日時／ 8月 10 日（土）19:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館
定員／ 30 組（先着順）
参加費／無料
申し込み／地域交流センター（ALEC）・金屋図

書館・しみず図書室で受け付け中
※定員になり次第受け付け終了
※金屋図書館への電話申し込み可）

学校のおばけ屋敷 in 有田川 復活応援企画
「おばけちょうちんと

うちわをつくろう」
日時／ 8月 10 日（土）～ 13 日（火）の期間中、
　　　10:00 ～ 15:00

※ 8 月 10 日（土）～ 12 日（月）には、絵本
作家 山本孝さんが来てくれます。

場所／地域交流センター（ALEC）内廊下
料金（材料費）／ 200 円

※夜間のイベントのた
め、保護者の方の参
加が必須となりま
す。
※小さなお子さまも参
加可能ですが、イベ
ント中は暗くなるこ
とをご了承くださ
い。
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お
知
ら
せ

 

人
権
特
設
相
談
所

8
月
15
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

   「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

   

強
化
週
間
を
実
施

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
相
談
に
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
8
月
29
日
（
木
）
〜
9
月
4
日

（
水
）
の
期
間
中
、
平
日
8
時
30
分
〜

19
時
・
土
日
10
時
〜
17
時

●
電
話
番
号
／
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※
不
明
点
な
ど
は
和
歌
山
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課 

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
　
☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐

５
１
３
１
ま
で
。

今
回
『
万
引
き
家
族
』
と
い
う
物
騒
な

題
名
の
映
画
を
観
る
こ
と
に
な
り
、
ド
キ

ド
キ
し
て
お
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
叔
母
さ
ん
（
お
母
さ
ん

の
妹
）・
息
子
が
い
る
普
通
の
家
族
に
見

え
ま
し
た
。
そ
し
て
寒
い
冬
の
日
、
ベ
ラ

ン
ダ
で
遊
ん
で
い
た
女
の
子
を
連
れ
て
来

て
、「
妹
」と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
彼
ら
に
は
現
代
社
会
に
お
け
る

数
々
の
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た

彼
ら
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
、
お
父

さ
ん
の
日
雇
い
賃
金
、
お
母
さ
ん
の
パ
ー

ト
代
、
さ
ら
に
、
お
父
さ
ん
と
子
供
た
ち

の
万
引
き
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
、
万
引
き
し
か
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
な
ど
良
い
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
家
族
の
変
化
に
よ
く
気
が
付
い
て
く

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
家
族

み
ん
な
で
海
へ
出
掛
け
た
光
景
は
、
私
の

目
に
も
と
て
も
微
笑
ま
し
く
映
り
ま
し

た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
お
婆
ち
ゃ

ん
は
亡
く
な
り
ま
す
。

葬
式
を
あ
げ
る
お
金
は
無
く
、
子
ど
も

た
ち
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
だ
た
め
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
家
の
床
下

に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
事
件
が
起
き
ま
す
。

成
長
し
た
息
子
が
、
駄
菓
子
屋
の
お
じ

さ
ん
か
ら
「（
万
引
き
は
）
妹
に
は
教
え

る
な
よ
」
と
忠
告
を
受
け
た
の
で
す
。
息

子
は
そ
こ
で
は
っ
き
り
と
、
万
引
き
が
悪

い
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

息
子
は
妹
が
万
引
き
す
る
の
を
見
て
、

そ
れ
を
庇か

ば

お
う
と
し
て
警
察
に
捕
ま
り
ま

し
た
。
人
の
目
を
引
く
逃
亡
劇
の
末
、
息

子
は
怪
我
を
し
、
病
院
に
運
び
込
ま
れ
ま

し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
息
子
の
も
と

へ
駆
け
付
け
ま
す
が
、
警
察
か
ら
の
質
問

に
上
手
く
答
え
ら
れ
ず
、
言
葉
を
濁
し
た

ま
ま
家
へ
帰
り
ま
し
た
。
あ
る
事
情
か
ら

そ
の
ま
ま
逃
げ
よ
う
と
し
た
彼
ら
も
ま

た
、
警
察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
こ
で
家
族
の
正
体
が
明
か
さ
れ
ま
し

た
。
独
り
暮
ら
し
の
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

の
も
と
に
転
が
り
込
ん
だ
男
女
が
『
お
父

さ
ん
』
と
『
お
母
さ
ん
』。
パ
チ
ン
コ
屋

の
駐
車
場
か
ら
連
れ
て
来
た
の
が『
息
子
』

で
し
た
。『
叔
母
さ
ん
』
は
『
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
』に
連
れ
て
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
。『
叔

母
さ
ん
』
の
両
親
は
自
宅
に
彼
女
が
居
な

く
て
も
居
る
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
ま
し

た
。警

察
の
取
り
調
べ
を
経
て
、
結
局
、『
お

母
さ
ん
』
が
全
て
の
罪
を
被
り
ま
し
た
。

偽
の
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
後
、

子
供
た
ち
は
何
を
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

独
居
老
人
・
虐
待
・
教
育
と
い
っ
た
も

の
を
、
奥
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で

し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
林 

千
賀
子

 

人
権
映
画
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

６
月
30
日
（
日
）、清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
人
権
映
画
会
「
万
引
き
家
族
」
を
開
催

し
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

会
場
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

か
ら
感
想
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
育
児
放
棄
の
問
題
、
８
０
５
０
（
ハ
チ

マ
ル
ゴ
マ
ル
）
問
題
、
現
代
の
問
題
を

課
題
に
し
て
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

50
代
女
性

●
表
面
は
き
れ
い
に
見
え
て
い
る
家
族
の

中
の
外
見
を
保
つ
あ
ま
り
に
、
弱
み
を

見
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
社
会
が
追
い
つ

め
て
い
る
の
か
、
冷
た
い
家
族
関
係
の

中
で
子
ど
も
が
ど
う
傷
つ
い
て
ゆ
く
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
70
代
女
性

●
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
家
族
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
し
た
。

60
代
男
性

人
権
映
画
会

「
万
引
き
家
族
」
を
見
て

4



問

ちいさな駅美術館～ Ponte del Sogno ～

なつのいちにち
はた こうしろう絵本原画展
8/1（木）～ 8/31（土）
※最終日は 15:00 で終了
※ 8月 16 日（金）は臨時休館日

8 月のイベント
■おはなしマラソン
日時／ 8月 3日（土）、17 日（土）

いずれも 10:30 ～（約 30 分）
場所／ちいさな駅美術館

■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 8月 20 日（火）10:00 ～ 11:00
場所／金屋図書館
対象／ 4カ月～ 2歳児

申し込み不要
・参加費無料

8 月の移動図書館
8月 7日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30
8月21日（水）　こころの医療センター　14:10～14:30

しみず園　　　　15:30～16:00

新着図書案内
■一般書
平成ガールフレンド　…………　酒井順子／著
笑え、シャイロック　……………　中山七里／著
キュー　…………………………　上田岳弘／著
ひよこ太陽　……………………　田中慎弥／著
美しき愚かものたちのタブロー　…　原田マハ／著
女はいつも四十雀　……………　林真理子／著
ライフ　………………………　小野寺史宜／著

■児童書
タテルさんゆめのいえをたてる　
…　ステファン・テマーソン／作　フランチスカ・テマーソン／絵
よろしくパンダ広告社　

………　間部香代／作　三木 謙次／絵
いちはちじゅうのもぉくもく　

…　桂 文我／作　長野 ヒデ子／絵
ふたごだよ

　…　サトシン／作　竹内通雅／絵
ぼくがいちばん ききたいことは　

…　アヴィ／作 

8 月 16 日（金）、地域交流センター（ALEC）・ちいさな駅美
術館は臨時休館となります。
図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。
※大型絵本などは開館時にカウンターへ返却をお願いします。

真夏の夜のおはなし会
日時／ 8月 10 日（土）19:30 ～（約 60 分）
場所／金屋図書館
定員／ 30 組（先着順）
参加費／無料
申し込み／地域交流センター（ALEC）・金屋図

書館・しみず図書室で受け付け中
※定員になり次第受け付け終了
※金屋図書館への電話申し込み可）

学校のおばけ屋敷 in 有田川 復活応援企画
「おばけちょうちんと

うちわをつくろう」
日時／ 8月 10 日（土）～ 13 日（火）の期間中、
　　　10:00 ～ 15:00

※ 8 月 10 日（土）～ 12 日（月）には、絵本
作家 山本孝さんが来てくれます。

場所／地域交流センター（ALEC）内廊下
料金（材料費）／ 200 円

※夜間のイベントのた
め、保護者の方の参
加が必須となりま
す。

※小さなお子さまも参
加可能ですが、イベ
ント中は暗くなるこ
とをご了承くださ
い。
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人
権
特
設
相
談
所

8
月
15
日
（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
〜
16
時

   「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

   

強
化
週
間
を
実
施

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
相
談
に
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護

委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
日
時
／
8
月
29
日
（
木
）
〜
9
月
4
日

（
水
）
の
期
間
中
、
平
日
8
時
30
分
〜

19
時
・
土
日
10
時
〜
17
時

●
電
話
番
号
／
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐

１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※
不
明
点
な
ど
は
和
歌
山
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課 

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
　
☎
０
７
３
‐
４
２
２
‐

５
１
３
１
ま
で
。

今
回
『
万
引
き
家
族
』
と
い
う
物
騒
な

題
名
の
映
画
を
観
る
こ
と
に
な
り
、
ド
キ

ド
キ
し
て
お
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
・
叔
母
さ
ん
（
お
母
さ
ん

の
妹
）・
息
子
が
い
る
普
通
の
家
族
に
見

え
ま
し
た
。
そ
し
て
寒
い
冬
の
日
、
ベ
ラ

ン
ダ
で
遊
ん
で
い
た
女
の
子
を
連
れ
て
来

て
、「
妹
」と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
彼
ら
に
は
現
代
社
会
に
お
け
る

数
々
の
問
題
が
隠
さ
れ
て
い
ま
し
た

彼
ら
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
年
金
、
お
父

さ
ん
の
日
雇
い
賃
金
、
お
母
さ
ん
の
パ
ー

ト
代
、
さ
ら
に
、
お
父
さ
ん
と
子
供
た
ち

の
万
引
き
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
お
父

さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に
、
万
引
き
し
か
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
る
な
ど
良
い
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
、
家
族
の
変
化
に
よ
く
気
が
付
い
て
く

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
家
族

み
ん
な
で
海
へ
出
掛
け
た
光
景
は
、
私
の

目
に
も
と
て
も
微
笑
ま
し
く
映
り
ま
し

た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
お
婆
ち
ゃ

ん
は
亡
く
な
り
ま
す
。

葬
式
を
あ
げ
る
お
金
は
無
く
、
子
ど
も

た
ち
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
だ
た
め
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
家
の
床
下

に
埋
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
事
件
が
起
き
ま
す
。

成
長
し
た
息
子
が
、
駄
菓
子
屋
の
お
じ

さ
ん
か
ら
「（
万
引
き
は
）
妹
に
は
教
え

る
な
よ
」
と
忠
告
を
受
け
た
の
で
す
。
息

子
は
そ
こ
で
は
っ
き
り
と
、
万
引
き
が
悪

い
こ
と
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

息
子
は
妹
が
万
引
き
す
る
の
を
見
て
、

そ
れ
を
庇か

ば

お
う
と
し
て
警
察
に
捕
ま
り
ま

し
た
。
人
の
目
を
引
く
逃
亡
劇
の
末
、
息

子
は
怪
我
を
し
、
病
院
に
運
び
込
ま
れ
ま

し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
息
子
の
も
と

へ
駆
け
付
け
ま
す
が
、
警
察
か
ら
の
質
問

に
上
手
く
答
え
ら
れ
ず
、
言
葉
を
濁
し
た

ま
ま
家
へ
帰
り
ま
し
た
。
あ
る
事
情
か
ら

そ
の
ま
ま
逃
げ
よ
う
と
し
た
彼
ら
も
ま

た
、
警
察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
こ
で
家
族
の
正
体
が
明
か
さ
れ
ま
し

た
。
独
り
暮
ら
し
の
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』

の
も
と
に
転
が
り
込
ん
だ
男
女
が
『
お
父

さ
ん
』
と
『
お
母
さ
ん
』。
パ
チ
ン
コ
屋

の
駐
車
場
か
ら
連
れ
て
来
た
の
が『
息
子
』

で
し
た
。『
叔
母
さ
ん
』
は
『
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
』に
連
れ
て
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
。『
叔

母
さ
ん
』
の
両
親
は
自
宅
に
彼
女
が
居
な

く
て
も
居
る
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
ま
し

た
。警

察
の
取
り
調
べ
を
経
て
、
結
局
、『
お

母
さ
ん
』
が
全
て
の
罪
を
被
り
ま
し
た
。

偽
の
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
後
、

子
供
た
ち
は
何
を
思
う
の
で
し
ょ
う
か
。

独
居
老
人
・
虐
待
・
教
育
と
い
っ
た
も

の
を
、
奥
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で

し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
委
員
　
林 

千
賀
子

 

人
権
映
画
会
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

６
月
30
日
（
日
）、清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
人
権
映
画
会
「
万
引
き
家
族
」
を
開
催

し
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

会
場
が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

か
ら
感
想
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
育
児
放
棄
の
問
題
、
８
０
５
０
（
ハ
チ

マ
ル
ゴ
マ
ル
）
問
題
、
現
代
の
問
題
を

課
題
に
し
て
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

50
代
女
性

●
表
面
は
き
れ
い
に
見
え
て
い
る
家
族
の

中
の
外
見
を
保
つ
あ
ま
り
に
、
弱
み
を

見
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
社
会
が
追
い
つ

め
て
い
る
の
か
、
冷
た
い
家
族
関
係
の

中
で
子
ど
も
が
ど
う
傷
つ
い
て
ゆ
く
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
70
代
女
性

●
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
家
族
の
あ
り
方

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画
で
し
た
。

60
代
男
性

人
権
映
画
会

「
万
引
き
家
族
」
を
見
て

4



{

◆
◆
◆

狭さ

霧ぎ
り

ウ
ォ
ー
ク 

in 

し
み
ず

秋
の
清
水
で
特
別
な
自
然
体
験
！

大
好
評
の
「
棚
田
ウ
ォ
ー
ク 

in 

あ
ら

ぎ
島
」
の
ス
ピ
ン
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
！
い
つ

も
と
は
違
う
コ
ー
ス
を
ご
案
内
し
ま
す
。

お
昼
に
は
森
林
浴
を
し
な
が
ら
の
ピ
ザ
焼

き
体
験
も
。

清
水
地
域
の
歴
史
や
自
然
を
感
じ
な
が

ら
、楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
10
月
5
日
（
土
）
9
時
30
分
〜

15
時
30
分

●
集
合
場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク

●
定
員
／
20
人

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可

と
し
、
同
伴
者
も
参
加
者
と
す
る
。

●
費
用
／
参
加
者
一
人
に
つ
き
２
０
０
０

円
（
昼
食
・
体
験
・
お
土
産
代
含
む
）

●
申
込
受
付
期
間
／
8
月
8
日
（
木
）
〜

8
月
21
日
（
水
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
し
込
み
方
法

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
２
５
‐

９
０
０
５
）・
メ
ー
ル（s.sangyoshinko@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）・
は
が
き
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。そ

の
際
、
①
氏
名 

②
住
所 

③
電
話
番

号
（
複
数
人
の
場
合
は
代
表
者
明
記
） 

④

生
年
月
日
―
―
を
記
載
（
伝
達
）
し
て
く

だ
さ
い
。

■申
問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

in 

あ
ら
ぎ
島 vol.13

「
紀
清
の
集
い
」
主
催
。
あ
ら
ぎ
島
を

約
１
７
０
０
本
の
手
作
り
竹
と
う
ろ
う
の

明
か
り
で
幻
想
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま

す
。
悠
仁
親
王
殿
下
13
歳
の
誕
生
日
を
一

緒
に
お
祝
い
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
9
月
6
日
（
金
）
18
時
30
分
〜

21
時

●
場
所
／
あ
ら
ぎ
島
展
望
所

※
駐
車
場
は
三
田
地
内
「
若
者
ひ
ろ
ば
」

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
in 

有
田
川
」

あ
り
だ
が
わ
で
お
い
し
い
出
会
い

今
回
の
「
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ 

in 

有

田
川
」
は
、1
回
目
の
開
催
場
所
で
あ
り
、

当
相
談
所
の
イ
ベ
ン
ト
で
出
会
っ
た
カ
ッ

プ
ル
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
ご
縁
の
あ
る
場

所
「
花
の
里
河
川
公
園
」。

有
田
川
町
の
お
い
し
い
食
材
を
使
っ
た

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
、
良
い
ご
縁
に
恵
ま
れ

る
か
も
！ 

友
達
を
誘
っ
て
の
参
加
も
大

歓
迎
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
9
月
8
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

（
9
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

●
場
所
／
花
の
里
河
川
公
園

※
雨
天
の
場
合
は
別
途
通
知

●
対
象
／
有
田
川
町
在
住
、
も
し
く
は
将

来
居
住
意
志
の
あ
る
20
歳
以
上
（
学
生

不
可
）
で
お
お
む
ね
45
歳
以
下
の
独
身

男
女

●
定
員
／
40
人
（
男
性
20
人
、
女
性
20
人
）

●
参
加
費
／
男
性
3
0
0
0
円
、
女
性

1
5
0
0
円

●
申
込
受
付
期
間
／
〜
8
月
20
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
し
込
み
方
法
／
フ
ァ
ク
ス
（
３
２
‐

９
５
５
５
）ま
た
は
メ
ー
ル（kekkon

@
tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）

■申
問
有
田
川
町
結
婚
相

談
所
（
産
業
課
（
金

屋
庁
舎
）
内
）

ご利用ください！

町ホームページでは
住民の皆さまが

イベント情報・募集情報などを
投稿できる掲示板機能
「Join us ありだがわ」を

設けています！

利用規約などは
ホームページでご確認ください。

4

6 月 6日（木）、ふれあいの丘スポーツパークで清水地域小学校パンポン大会を行い、
安諦小学校と八幡小学校の 5・6年生が参加しました。「パンポン」とはソフトテニ
スボールを板製ラケットで打ち合うスポーツで、以前から清水地域で盛んに行なわれ
ているものです。
参加した児童は、試合開始直後は緊張しているようでしたが、練習の成果を発揮で
きる白熱した大会となりました。
パンポン競技を通じての両校の交流・親睦はもちろん、体力面・技術面の向上を目
指し、体育の授業や休憩時間などで事前に練習し、熱心に取り組みました。彼らは今
後も "良い伝統 " として受け継いでいくことでしょう。

6月 21 日（金）、児童会役員選挙の
立会演説会を行いました。体育館にい
る児童全員に届く声で「学校をよくす
るために実行すること（公約）」を伝え
ることができました。
立候補・推薦した児童は伝えるため
の準備も綿密に行い、またその発表を
聞いた児童にとっても大きな学びの機
会となりました。

4



を
入
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
乾
電
池

を
袋
に
入
れ
た
ま

ま
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
る
の
も
禁
止
で

す
。ま

た
、
ボ
タ
ン
電
池
・
小
型
充
電
式
電

池
を
入
れ
る
の
も
禁
止
で
す
。
こ
れ
ら
は

購
入
し
た
お
店
に
相
談
い
た
だ
く
か
、
購

入
し
た
お
店
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
回
収

協
力
店
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。夏

は
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

増
加
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
、省
エ
ネ
と
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
度
に
！

●
軽
装
で
涼
し
く
！

●
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
買
い
替
え
る
と
き
は

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
機
器
へ
！

●
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　〜
エ
ア
コ
ン
消
し
て

涼
し
い
と
こ
ろ
に
集
ま
ろ
う
！
〜

自
宅
で
1
人
1
台
の
エ
ア
コ
ン
の
使

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境センターで処理
されており、その運営費の一部を分担金として支払っています。分担金はご
み搬入量と人口に基づいて計算され、10kg 当たり約 250 円かかることになり
ます。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量によって環境にも

町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

保
育
所
で
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
用

の
古
着
を
集
め
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ま
か
ら
、
要
ら
な
い
が
、
捨
て
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
古
着
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
子
ど
も
服
が
必
要
な
ご
家
庭
で
リ

ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
す
る
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
回
収
方
法

保
育
所
に
設
置
し
て
い
る
「
古
着
リ

ユ
ー
ス
回
収
箱
」
に
、
不
要
に
な
っ
た
子

ど
も
服
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
お
お
む
ね

6
歳
児
用
ま
で
の
古
着
を
対
象
と
し
ま

す
。
リ
ユ
ー
ス
が
目
的
の
た
め
、
必
ず
洗

濯
し
て
き
れ
い
に
畳
ん
で
回
収
箱
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

●
集
め
た
古
着
は

集
め
た
古
着
で
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
０
０
円
程
度
の
協
力
金
を
い
た
だ

き
、
集
め
た
協
力
金
は
絵
本
の
購
入
な
ど

の
資
金
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
っ
た
古
着
は
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
、
各
地
区
内
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い

る
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
乾
電
池
以
外
の

物
（
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
か
み
そ
り
・
空

き
瓶
・
ボ
タ
ン
電
池
な
ど
）
が
た
く
さ
ん

混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
に
乾
電
池
以
外
の
物

用
を
や
め
て
、
家
族
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
1
台
で
。

み
ん
な
で
お
出
か
け
ク
ー
ル
シ
ェ

ア
！
家
族
み
ん
な
で
〝
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
〞
に
お
出
か
け
し
ま
し
ょ
う
。

省
エ
ネ
・
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
と
は
、

我
慢
を
強
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
無
駄
を

省
い
て
快
適
に
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

4

●
そ
の
他

※
登
記
事
項
証
明
書
や
戸
籍
関
係
の
資
料

な
ど
、
持
参
で
き
る
資
料
が
あ
れ
ば
相

談
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※
当
日
会
場
で
の
受
け
付
け
も
可
能
で
す

が
、
事
前
に
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

を
優
先
し
て
相
談
対
応
い
た
し
ま
す
。

■申
問
有
田
振
興
局
建
設
部
建
築
グ
ル
ー
プ
　

☎
６
４
‐
１
２
９
９

行
政
機
関
・
事
業
所
等
職
員
向
け

手
話
講
座

●
講
習
日
時
・
場
所

・
第
1
回
／
9
月
6
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
30
分
　
湯
浅
保
健
所

・
第
2
回
／
9
月
13
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
　
湯
浅
保
健
所

・
第
3
回
／
9
月
20
日
（
金
）
13
時
30
分

〜
15
時
　
有
田
振
興
局
総
合
庁
舎

●
対
象
／
行
政
機
関
、事
業
所
等
職
員（
事

業
所
等
に
は
医
療
・
介
護
・
福
祉
関
係

事
業
所
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の

事
業
所
、
N
P
O 

法
人
を
含
む
）

●
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

●
申
込
受
付
期
間
／
8
月
27
日
（
火
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
フ
ァ
ク
ス
（
６
４
‐

１
２
９
０
）
ま
た
は
窓
口

■申
問
有
田
振
興
局
健
康
福
祉
部
保
健
福

祉
課
（
湯
浅
町
湯
浅
2
3
5
5
‐
１
）　

☎
６
４
‐
１
２
９
４

◆
◆
◆

健
診
結
果
説
明
会

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
方
、

説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
集
団

健
診
の
結
果
説
明
会
で
す
が
、
誰
で
も
参

加
可
能
で
す
。

●
日
時
／
8
月
26
日
（
月
）
10
時
〜
11
時

30
分（
9
時
45
分
か
ら
受
け
付
け
開
始
）

●
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
の
体
験

●
定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
窓
口

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

各
種
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

「
現
況
届
」
を
お
忘
れ
な
く

●
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
障
害
者
手
当

●
障
害
児
福
祉
手
当

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る

方
の
今
後
1
年
間
の
受
給
資
格
を
審
査
す

る
も
の
で
、
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
、
停

止
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
全
て
の
受
給

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
’19

8
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
県
内
各
市
町
村
で
は
「
紀
州

路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
銘
打
っ
て
清
掃

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
有
田
川
町
で

は
次
の
日
程
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
24
日
（
土
）
7
時
30
分
〜

（
2
時
間
程
度
）

※
雨
天
の
場
合
は
翌
日
に
延
期

●
場
所

・
吉
備
地
域
／
吉
備
庁
舎
前

・
金
屋
地
域
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
前

・
清
水
地
域
／
集
合
場
所
が
複
数
に
分
か

れ
る
の
で
、
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
建
設
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

建
設
環
境
室

無
料
・
空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会

空
き
家
の
対
策
を
相
談
し
ま
せ
ん
か

「
帰
省
の
際
に
相
談
し
た
い
」「
空
き
家
を

売
り
た
い
」「
空
き
家
を
活
用
し
た
い
」な
ど
、

空
き
家
に
関
す
る
な
ん
で
も
相
談
会
を
行
政

職
員
と
専
門
家
が
無
料
で
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
8
月
13
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

２
３
５
５
‐
１
）

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
６
４
‐
１
２
６
８
）

者
は
現
況
届
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
届
け
出
な
い
と
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
2
年
間

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
で
「
児
童
扶
養
手
当
一

部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
」
を

送
付
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
現
況
届

と
併
せ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
各
手
当
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
氏
名

や
住
所
を
変
更
し
た
と
き
な
ど
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

問
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

8
月
の
献
血

●
8
月
27
日
（
火
）

・
役
場
吉
備
庁
舎
　
10
時
〜
12
時
30
分

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）　

14
時
〜
16
時
30
分

問
健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）
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消
防
本
部
で

は
、
９
月
８
日

（
日
）
有
田
川
町

地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｃ
）
で
、
中
学

生
以
上
を
対
象

に
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
、
止
血

法
や
骨
折
・
窒

息
に
対
す
る
応

急
手
当
て
を
学
ん
で
い
た
だ
く
救
急
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
、
講
習
会
場
入
り
口
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

と
救
急
人
形
展
示
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま

す
。
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
に
来
場
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
８
日
（
日
）
13
時
〜
16
時

●
場
所
／
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
A
L
E
C
）

●
内
容

・
心
肺
蘇
生
法
（
成
人
・
小
児
）

・
A
E
D
の
取
り
扱
い

・
止
血
法
、
骨
折
・
窒
息
な
ど
に
対
す
る

手
当
て

●
定
員
／
30
人
程
度
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
方
法
／
有
田
川
町
消
防
本

部
に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
（
５
２
‐

５
９
５
２
）・
メ
ー
ル
（fire119@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp

）
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
受
講
料
無
料
。

※
定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
。

※
当
日
は
認
め
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

消
防
署
で
は
、
１
１
９
番
通
報
を
受
信

し
状
況
確
認
後
、
必
要
な
場
合
に
、
通
報

さ
れ
た
方
な
ど
に
救
急
隊
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
間
の
応
急
手
当
て
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

内
容
は
主
に

・
呼
吸
、
脈
拍
の
止
ま
っ
て
い
る
方
に
対

す
る
「
胸
骨
圧
迫
」

・
の
ど
に
物
が
詰
ま
っ
て
呼
吸
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
「
異
物
除

去
」

・
け
が
な
ど
で
出
血
が
止
ま
ら
な
い
場
合

の
止
血
「
直
接
圧
迫
止
血
法
」

・
や
け
ど
の
手
当
「
冷
水
で
の
冷
却
」

・
指
な
ど
の
切
断
に
対
す
る
適
切
な
「
保

存
方
法
」

な
ど
、ど
れ
も
緊
急
を
要
す
る
処
置
で
す
。

通
報
さ
れ
た
方
は
落
ち
着
い
て
内
容
を
聞

き
、
指
導
さ
れ
た
要
領
で
処
置
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
傷
病
者
の
保
険
証
・
お
薬
手
帳

な
ど
を
事
前
に
ご
用
意
い
た
だ
く
と
、
医

療
機
関
へ
の
情
報
提
供
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

86

30

近
年
は
、
突
発
的
・
局
地
的
な
大
雨
が

増
え
て
い
る
た
め
、
風
水
害
に
対
す
る
備

え
が
必
要
で
す
。

●
事
前
の
備
え

①
窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
鍵
を
か
け
、

必
要
に
応
じ
て
補
強
す
る
。

②
側
溝
や
排
水
口
は
掃
除
し
て
、
水
は
け

を
よ
く
し
て
お
く
。

③
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
す
る

か
家
の
中
へ
収
納
す
る
。

④
非
常
用
品
を
準
備
し
て
お
く
（
懐
中
電

灯
・
携
帯
用
ラ
ジ
オ
・

救
急
薬
品
・
衣
類
・

非
常
用
食
品
・
携
帯

ボ
ン
ベ
式
コ
ン
ロ
・

貴
重
品
な
ど
）。

⑤
万
一
の
飛
来
物
に
よ
る
被
害
に
備
え

て
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓
ガ

ラ
ス
に
貼
っ
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ

イ
ン
ド
を
お
ろ
し
た
り
し
て
お
く
。

⑥
水
を
確
保
す
る
。
断
水
に
備
え
て
飲
料

品
を
確
保
す
る
ほ
か
、
非
常
時
に
は
浴

槽
に
水
を
張
る
な
ど
し
て
生
活
用
水
を

確
保
す
る
。

⑦
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
く
。
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◆
◆
◆

在
宅
育
児
支
援
事
業
給
付
金

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
0
歳
児
を
在
宅
で
育
児
す
る
多

子
世
帯
の
方
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
期
限

内
で
あ
れ
ば
対
象
月
数
分
を
支
給
し
ま

す
。

●
対
象
者
／
育
児
休
業
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
、
暴
力
団
と
密
接
な

関
係
を
有
し
な
い
世
帯
で
、
次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
乳
児
が
い
る
世
帯

①
有
田
川
町
内
に
住
民
登
録
を
有
す
る

こ
と
　
②
平
成
30
年
（
2
0
1
8
年
）

４
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
（
2
0
1
9

年
）
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
　

③
属
す
る
世
帯
内
の
第
二
子
以
降
で
あ

る
こ
と
　
④
第
二
子
の
場
合
、
申
請
者

と
申
請
者
の
配
偶
者
の
市
町
村
民
税
所

得
割
合
算
額
が
7
万
7
1
0
1
円
未

満
で
あ
る
こ
と
（
４
〜
８
月
分
は
平
成

30
年
度
（
2
0
1
8
年
度
）、
９
〜
３

月
分
は
平
成
31
年
度
分
（
2
0
1
9

年
度
）
で
判
定
）　
⑤
保
育
所
な
ど
に

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

※
年
度
途
中
で
要
件
に
変
更
が
あ
り
、
対

象
に
な
る
（
な
ら
な
く
な
っ
た
）
場
合

は
対
象
と
な
る
期
間
分
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
支
給
額
／
対
象
と
な
る
乳
児
1
人
あ
た

り
月
額
3
万
円
（
最
大
10
カ
月
分
）

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書
（
※
）　
②
申
請

者
、
申
請
者
の
配
偶
者
お
よ
び
乳
児
の

健
康
保
険
証
の
写
し
　
③
乳
児
が
第
二

子
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
お

よ
び
申
請
者
の
配
偶
者
の
市
町
村
民
税

の
所
得
割
合
算
額
を
確
認
で
き
な
い
場

合
、
確
認
で
き
る
市
町
村
が
発
行
し
た

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
に
関
す
る
証

明
書
　
④
育
児
休
業
給
付
金
の
受
給
申

請
（
予
定
も
含
む
）
が
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
（
※
）　
⑤
児
童
手
当
な

ど
を
市
町
村
以
外
か
ら
受
給
し
て
い
る

場
合
（
公
務
員
な
ど
）
は
乳
児
に
か
か

る
児
童
手
当
な
ど
の
受
給
を
証
明
す
る

書
類
　
⑥
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

（
口
座
番
号
、
名
義
人
な
ど
が
記
載
し

て
あ
る
部
分
）（
※
）

※
①
④
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
先
で
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
⑥

に
つ
い
て
は
乳
児
と
同
居
し
て
い
な
い

場
合
を
除
き
、
支
給
対
象
者
は
児
童
手

当
な
ど
の
受
給
者
と
な
る
た
め
、
振
込

先
口
座
は
児
童
手
当
受
給
者
の
口
座
と

な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
31
日
ま
で

■申
問
こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

◆
◆
◆

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
8
月
1

日
か
ら
、
新
た
に
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳

1
級
所
持
者
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
７
月
に
通
知
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
65
歳
の

誕
生
日
以
降
に
新
規
で
手
帳
を
取
得
さ
れ

た
方
は
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
）。

対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
①
申
請
書 

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳 

③
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
証 

④
印
鑑 

⑤

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

各
種
認
定
証
の
更
新
手
続
き

【「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」】

外
来
受
診
や
入
院
を
し
た
際
に
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
や

薬
局
な
ど
へ
提
示
い
た
だ
く
と
、
窓
口
で

支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
（
上

限
額
）
や
入
院
時
の
食
事
代
（
減
額
認
定

証
に
該
当
す
る
方
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
（
2
0
1
9
年
）
8
月
以
降

の
対
象
者
で
平
成
30
年
度
（
2
0
1
8

年
度
）
に
交
付
し
た
方
に
は
、
7
月
下
旬

に
新
し
い
認
定
証
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
は
、
一
度
認
定
証
を
交
付

し
た
こ
と
が
あ
る
方
の
う
ち
対
象
と
な
る
方

に
は
認
定
証
を
郵
送
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
限
度
額
区
分
の
増
加
な
ど
に
よ
り
対
応
が

難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度

（
2
0
1
7
年
度
）
以
前
に
交
付
し
た
方
に

つ
い
て
は
本
年
度
は
郵
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
在
該
当
し
て
い
な
く
て
も
所

得
の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど
で
8

月
以
降
に
該
当
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
外
来
受
診
や
入
院
を
さ
れ
て
も
認

定
証
が
必
要
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
事
前
に
お
電
話
な
ど
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
／
自
己
負
担
額
が
１
割
の
方
で
町
県

民
税
非
課
税
世
帯
の
方

・
限
度
額
適
用
認
定
証
／
自
己
負
担
額
が

3
割
の
方
で
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全

員
の
住
民
税
課
税
所
得
が
6
9
0
万

円
未
満
の
方

●
申
請
時
に
必
要
な
も
の
／
対
象
者
の
印

鑑
・
保
険
証
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
印
鑑
・

免
許
証
な
ど

問
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）
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いきいき百歳体操グループ「吉原筋トレクラブ」は、幅広い年齢の

方が体操に参加しています。

キラッと世代（現役世代）の参加者の皆さまに、体操を始めたきっ

かけなどをお聞きしました。

「今まで参加していた活動グループからの卒業に伴って、何か始め

たいという気持ち。それと、友人から誘われたたことがきっかけになり、

始めました」「百歳体操は高齢者向けの体操と思っている方も多いと

思いますが、（現役世代の皆さまも）やってみてください。ゆっくりとし

た動きを、おもりを着けて行うので汗が出てくるほどです」「実際、続

けていると筋力がつくので、農作業が楽になったし、何より趣味の旅

行やトレッキングをより楽しめるようになりました」「“テレビが先生”（ビ

デオを見ながら体操を行う）なので、開始時間に遅れても気兼ねなく、

都合が合わない週は他の教室に参加したりできるのもいいところです」

平成28年度（2016年度）から、庄地区と徳田地区で実

施していた地域通貨モデル事業について、平成31年（2019

年）3月31日をもって終了しました。つきましては、まだ換

金されていない地域通貨「ありがとう券」がございましたら、

下記期日までに換金くださいますようよろしくお願いします。

地域通貨モデル事業「ありがとう券」の換金終了

ＮＰＯ法人ひだまりの和は、有田川町の「第2層生活支援コーディネーター」として、住民の皆さまが地域で安心して、

生きがいを持ち、元気に暮らせるようなまちづくりに日々 取り組んでいます。

中心となるメンバーは民生委員・児童委員の経験者で、長年地域の中で活動してきた方たち。毎月、定例会を開催し、

各地域の状況把握や訪問の予定などを確認しています。

いきいき百歳体操やサロンなど、皆さまの地域に出向いています。相談などがあればお気軽にお声かけください。

NPO ひだまりの

なお、期日を過ぎますと換金はできませんのでご了承ください。

●換金期日／令和元年（2019年）9月30日（月）

　※換金の処理は役場開庁日時に伴う

●換金場所／長寿支援課 地域包括支援センター（金屋庁舎）

いき いき

4

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
付
期
間
／
〜
9
月
6
日
（
金
）

・
試
験
期
日
／
1
次 

9
月
20
日
（
金
）

〜
22
日
（
日
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1

日
、2
次 

10
月
11
日
（
金
）・
12
日
（
土
）

の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日

・
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者

●
航
空
学
生
【
海
・
空
】

・
受
付
期
間
／
〜
9
月
6
日
（
金
）

・
試
験
期
日
／
1
次 

9
月
16
日
（
月
・

祝
）、
2
次 

10
月
15
日
（
火
）
〜
20
日

（
日
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日
、
3

次
【
海
】
11
月
22
日
（
金
）
〜
12
月
18

日
（
水
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
日
、
3

次
【
空
】
11
月
16
日
（
土
）
〜
12
月
19

日
（
木
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
1
日

・
資
格
【
海
】
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
23
歳
未
満
の
者
（
高
卒
者
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）
を
含
む
）

・
資
格
【
空
】
／
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
（
高
卒
者
（
見

込
み
含
む
）
ま
た
は
高
専
3
年
次
修
了

者
（
見
込
み
含
む
）
を
含
む
）

問
防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田

募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１
　
メ
ー
ル recru

it1-

w
akayam

a@
p
co
.m
o
d
.g
o
.jp

和
歌
山
県
農
林
大
学
校

農
学
部
学
生
・
林
業
研
修
部
研
修
生
募
集

●
農
学
部 

推
薦
入
学
試
験

・
試
験
日
時
／
10
月
8
日
（
火
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
9
月
17
日
（
火
）
〜

9
月
30
日
（
月
）

・
受
験
資
格
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
者

●
農
学
部 

一
般
入
学
試
験

・
試
験
日
時
／
12
月
10
日
（
火
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
11
月
19
日
（
火
）
〜

12
月
2
日
（
月
）

・
受
験
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

●
林
業
研
究
部

・
試
験
日
時
／
11
月
9
日
（
土
）
10
時
〜

・
願
書
受
付
期
間
／
10
月
15
日
（
火
）
〜

10
月
29
日
（
火
）

・
受
験
資
格
／
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
3
月
ま
で

に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
者

和
歌
山
県
農
林
大
学
校
農
学
部
（
伊
都

郡
か
つ
ら
ぎ
町
中
飯
降
4
2
2
）
☎

０
７
３
６
‐
２
２
‐
２
２
０
３
・
和
歌

山
県
農
林
大
学
校
林
業
研
究
部
（
西
牟

婁
郡
上
富
田
町
生
馬
１
５
０
４
‐
１
）

☎
０
７
３
９
‐
４
７
‐
４
１
４
１

◆
◆
◆

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

有
田
川
町
観
光
協
会
で
は
、
第
13
回
観

光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
有
田
川
百

景
」。
あ
な
た
が
撮
影
し
た
、
有
田
川
町
の

ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
テ
ー
マ
以
外
の
一
般
作
品
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り
日
／
９
月
30
日
（
月
）

必
着

●
応
募
資
格
／
未
発
表
作
品
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
被
写
体
が
人
物
の
場
合
、

肖
像
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

●
応
募
サ
イ
ズ
／
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
つ
切

判
（
2
5
4
㎜
×
3
6
8
㎜
）
ま
た

は
カ
ラ
ー
四
つ
切
判
（
2
5
4
㎜
×

3
0
5
㎜
）、
カ
ラ
ー
A4

※
規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
・
画
像
加
工

し
た
作
品
は
無
効
と
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
応
募
点
数
／
お
１
人
様
２
点
以
内

●
撮
影
エ
リ
ア
／
有
田
川
町
内

●
応
募
方
法
／
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

（
持
ち
込
み
の
場
合
、
商
工
観
光
課
ま

た
は
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
）

問
有
田
川
町
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
（
金
屋
庁
舎
）
内
）

体
験
交
流
工
房
わ
ら
し

非
常
勤
職
員
募
集

●
募
集
予
定
人
数
／
2
人

●
募
集
受
付
期
間
／
随
時

●
申
し
込
み
／
ま
ず
は
清
水
行
政
局
産
業

振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
程
調
整
の
上
、
職
場
見
学
な
ど

を
行
い
、
後
日
面
接
し
ま
す
。

●
資
格
／
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
年
）
4

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

●
業
務
内
容

・
紙
す
き
師
／
保や
す

田だ

紙が
み

製
造
に
か
か
る
一

連
の
作
業
全
般
、
体
験
助
手
な
ど

・
事
務
員
／
保
田
紙
を
用
い
た
製
品
づ
く

り
や
庶
務
な
ど

●
勤
務
時
間
／
週
37
．
5
時
間
　
毎
週
金

曜
日
〜
火
曜
日
8
時
30
分
〜
17
時
（
水

曜
・
木
曜
・
祝
日
休
み
）

●
給
与
・
待
遇
／
月
額
14
万
8
6
0
0

円
（
今
年
6
月
現
在
）、
社
会
保
険
・
厚

生
年
金
・
雇
用
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り

●
雇
用
期
間
／
令
和
2
年
（
2
0
2
0

年
）
3
月
31
日
ま
で

※
勤
務
評
価
の
結
果
に
よ
り
、
更
新
あ
り

問
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度 

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
受
付
期
間
／
年
間
を
通
し
て

・
試
験
期
日
／
8
月
24
日
（
土
）

4



く
し
越
お
に
内
間
期
ず
必
は
ま
さ
皆
の
者

等
り
誤
、
み
の
に
内
間
期
の
こ
。
い
さ
だ

ま
き
で
が
と
こ
る
す
を
出
し
申
の
正
訂

。
す●

区
地

部
一
の
川
糸
字
大
・

部
一
の
川
湯
上
字
大
・

部
一
の
川
宮
字
大
・

部
一
各
の
川
野
北
・
澤
二
・
合
川
字
大
・●

所
場
・
間
期
施
実

①
8
月
10

8
月
19

）
月
（
日

　

局
政
行
水
清

2

室
議
会
大
階

②
8
月
20

8
月
29

）
木
（
日

　

舎
庁
屋
金

2

室
議
会
大
階

は
間
時
も
れ
ず
い
※

9

17
時

む
含
を
日
祝
・
日
・
土
※

）
舎
庁
屋
金
（
課
査
調
籍
地

力
協
ご
の
へ
金
募
の
り
ど
み

た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ

ら
か
場
職
や
庭
家
ご
各
内
町
ら
か
月
４

の
」
金
募
の
り
ど
み
「
た
し
ま
れ
ら
せ
寄

は
額
計
合

83
万

1
0
1
8

。
す
で
円

金
募
た
し
ま
し
り
か
預
お
ら
か
ま
さ
皆

へ
会
進
推
化
緑
県
山
歌
和
）
財
公
（、
は

動
活
化
緑
の
ど
な
校
学
や
域
地
、
し
金
送

。
す
ま
れ
さ
か
生
に
ど
な

）
舎
庁
屋
金
（
課
業
産

◆
◆
◆

泉
温
峡
恵
明
や
な
か

せ
ら
知
お
の
定
改
料
用
使

ご
を
泉
温
峡
恵
明
や
な
か
、
り
よ
頃
日

ざ
ご
う
と
が
り
あ
に
誠
、
き
だ
た
い
用
利

。
す
ま
い

10
月
1

火
（
日

恵
明
や
な
か
、
ら
か
）

と
後
今
。
す
ま
し
定
改
を
料
用
使
泉
温
峡

願
お
う
よ
す
ま
り
賜
解
理
ご
卒
何
、
で
の

。
す
ま
げ
上
し
申
い●

）
み
込
税
（
金
料
の
後
定
改

／
人
大
・

0
0
7

円

／
人
小
・

0
0
4

円

。
す
ま
り
あ
が
引
割
は
方
の
ち
持

（
年
元
和
令
※

9
1
0
2

）
年

9
月
30は

券
数
回
た
い
だ
た
い
入
購
に
前
以
日

い
用
使
ご
で
し
な
金
料
加
追
も
後
定
改

は
限
期
効
有
に
券
数
回
。
す
ま
け
だ
た

。
ん
せ
ま
り
あ

）
舎
庁
屋
金
（
課
光
観
工
商

付
ム
ア
ミ
レ
プ
町
川
田
有

せ
ら
知
お
の
券
品
商

率
税
費
消

10

る
よ
に
げ
上
き
引
の
へ
％

、
に
も
と
と
る
す
和
緩
を
響
影
の
へ
計
家

、
め
た
る
す
え
支
下
を
費
消
の
域
地

25
％品

商
付
ム
ア
ミ
レ
プ
町
川
田
有
「
な
得
お

し
行
発
を
」
券

見
象
対
。
す
ま

は
に
方
の
み
込

ら
知
お
に
別
個

る
す
付
送
を
せ

る
れ
さ
望
希
を
入
購
、
上
の
認
確
、
で
の

。
す
ま
し
い
願
お
を
き
続
手
は
合
場●

者
象
対

成
平
・

31

（
度
年

9
1
0
2

の
）
度
年

い
て
れ
さ
税
課
が
）
割
等
均
（
税
民
住

方
い
な

成
平
（
帯
世
て
育
子
・

28

（
年

2
0
1
6

）
年

4
月
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編集後記
じめじめした日が続きますね。今月号が皆さまのお手元

に届くころには梅雨も明けているのでしょう…。
今月号の表紙は、毎月金屋図書館で行っている「おはな

しマラソン」の様子。よみきかせに興味津々な子どもたち
を見ていると、なんだかほっこりした気持ちになりました。
そして表紙と絡めてまちのわだいに書いた「よみきかせ

隊養成講座」。写真を撮りつつ、お話を聴かせてもらいまし
た。絵本をめくる向きや絵本の持ち方、子どもがどんなと
ころに興味を示すかなど、とても勉強になりました。絵本、
奥が深いです。1 回だけの受講もできるそうなので、興味
のある方はぜひお申し込みください！

（絵本のチカラを感じる　西岡紗希）

このコーナーでは、日常生活で使う手話を紹介します。一緒にやってみましょう！

手話にチャレンジ！「こんばんは」

②
両手の人さし指が向か
い合うように立て、軽
く曲げる。
（「あいさつ」を表現）

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

第 6 回

①
手のひらを前に向
けた両手を顔の前
で交差させる。

（「夜」を表現）

田
有
）
り
上
（
道
和
阪

IC

津
下
↓

IC

制
規
線
車
続
連
夜
昼

期
の
次
、
め
た
の
施
実
事
工
修
補
装
舗

田
有
）
り
上
（
線
和
阪
、
間

IC

IC。
す
ま
し
施
実
を
制
規
線
車
続
連
夜
昼
で●

時
日

／
9
月
2

9
月
14

朝
）
土
（
日

く
除
を
日
曜
日
※

と
こ
る
す
延
順
を
事
工
、
り
よ
に
候
天
※

。
す
ま
り
あ
が

速
高
山
歌
和
）
株
（
路
道
速
高
本
日
西

所
務
事
路
道

　

‐
２
７
４
‐
３
７
０
☎

１
９
０
２

正
訂
と
び
わ
お
る
す
関
に
わ
が
だ
り
あ
報
広

6
月
号
6

」
況
状
の
理
管
員
定
・
与
給
の
町
川
田
有
「
頁

「、
内
事
記
の

1 

（「
」
括
総

2

普
（
況
状
の
費
与
給
員
職
）

載
記
に
内
フ
ラ
グ
、
て
い
お
に
目
項
の
」）
算
決
計
会
通

、
は
く
し
正
。
た
し
ま
り
あ
が
り
誤
に
合
割
と
額
金
た
し

料
給
　

63

当
手
員
職
、）
載
記
い
し
正
は
額
金
（

　

2
憶

２
５
０
１

万

０
０
０
８

円　

11

・
末
期
、
％

当
手
勉
勤

　

25

1
％

。
す
で
）
載
記
い
し
正
は
額
金
（

あなたの貸したい農地を募集しています！

農地中間管理事業

「農地中間管理事業」は、規模縮小や、後継者
がなく離農する農家の農地を借り受け、規模拡
大したい農家や、新規就農者などに貸し付ける
公的なサービスです。

●農地を貸したい（出し手農家）
→農地相談・申し出は最寄りの JA などへ

●農地を借りたい（受け手農家）
→受け付けは、JA・農業委員会窓口で

有田農地活用協議会
JA ありだ本所・支所
有田川町農業委員会
　（産業課（金屋庁舎）内）
有田振興局

4
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1

8 10

18

8

8 各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、
【　】内の担当までお問い合わせください。

4

「自分たちが住む町の特産品であるぶどう山
さん

椒
しょう

をもっと知ってほ
しい、使ってほしい」という思いから、八幡中学校 1年生を対象に
計 3回の山椒に関する授業を行いました。
5月下旬に 1回目の授業として、実山椒を収穫しました（上写真）。
生徒たちは香りや触感を楽しんだ後、山椒農家の方から栽培におけ
る苦労や楽しみなことなどのお話を伺いました。
2回目の授業では、自分たちで収穫した山椒を使って、染め物に
チャレンジ（中写真）。山椒を煮立たせると教室は独特な香りに包
まれ、生徒からは「目が覚めるにおい」といった声があがりました。
3回目は山椒ペーストを使ったカップケーキ作り。ピリリと辛い
山椒が甘いカップケーキと合うのかと不安な様子でしたが、出来上
がると「山椒の香りがほんのり残っていておいしい」とのことでし
た。
また、有田中央高等学校では、今年も山椒料理教室を行いました

（下写真）。メニューは「鶏肉の香草オーブン焼き」「鶏肉とズッキー
ニと山椒のトマト煮込み」「山椒ホットドレッシングサラダ」「ちり
めん山椒パスタ」の山椒づくしの 4品。「山椒をこんな風に料理に
使うなんて考えたことがなかった」という発見があったようです。

7月 14 日（日）、「絵本のまち有田川」としての取り組みの
一環で行っている「よみきかせ隊」の 2期生養成講座を開講
しました。この講座では、絵本の読み方（よみきかせ方）をは
じめ、実技を交えながらよみきかせに必要な知識を学びます。
全講座を受講し「よみきかせ隊」に認定された方は、町内の小
学校や保育所へ絵本のよみきかせに行き、子どもたちの語

ご

彙
い

力
や想像力の育成など子育ての一役を担ってくれます。
計 4回のこの講座は、1回のみの参加も可能。ご希望の方は
地域交流センター（ALEC）までお問い合わせください（1回
の講座参加 500 円）。

●今後の講座日程・内容
・第 2回　8月 25 日（日）13 時～ 15 時
講義「対象者・場所・時間など考慮すること」「プログラムのたてかた」

・第 3回　9月 15 日（日）13 時～ 15 時 30 分
実技演習「グループ別　通しでおはなし会」、講義「赤ちゃん向けのおはなし会の持ち方」

・第 4回　10 月 13 日（日）10 時～ 13 時 45 分
実技演習「見てください、私たちのおはなし会」、講演「絵本のある生活、絵本と
どう向き合うか」、よみきかせ隊２期生　修了式＆交流会

4
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